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テキスト: 秦 直之 

全国転戦の「FJ ジャパンリーグ」は鈴鹿サーキットでシリーズ第 7 戦を迎え、残す戦いも今大会を含め、

2戦のみとなった。ポイントリーダーは、ここまで３勝を挙げている#52酒井翔太選手（ファーストガレー

ジ）。前回のオートポリスは欠場したものの、唯一逆転の可能性を残していた、吉田馨選手が今回エントリ

ーしなかったことで、本戦を前にして「FJ ジャパンリーグ」２連覇が決定した。 

一方、４０歳以上を対象とした「FJ マスターズシリーズ」では、#16 青合正博選手（RT HERO’S Rn-

Sports）がトップ。逆転の権利を残すのは、秋山健也選手と#4 古里拓選手（HOLOS レヴレーシングガ

レージ）のふたりながら、秋山選手は欠場。そして、#4古里選手にも11ポイントの差をつけているため、

青合選手が 5 位以上に入ればチャンピオン決定となる。 

また、併せて行われる鈴鹿・岡山シリーズは、今大会が早くも最終戦。FJ1500 のトップもまた#52 酒

井選手で、#57 田崎脩馬選手（MYST 制動屋 KK-F）が 4 ポイント差、#56 宮本颯斗選手（MYST 制

動屋 KK-F）が 7 ポイント差で続いている。そして、スーパーFJ は#35 井出七星翔選手（RS イディア

Eagle kks2）がトップで、#7 柱本翔夢伊選手（REV RACING with LAPS）が 4 ポイント差、#9 小

野原悠選手（FTK レヴレーシング with LAPS）が 5 ポイント差で追いかける展開となっている。ただし、

両クラスとも有効ポイントシステムの関係上、今大会で獲得した得点すべて重ねられるとは限らず。いず

れにせよ、名勝負が繰り広げられた上での決定を大いに望みたい。 



公式予選 

雨続きの昨今ながら、練習走行が行われた金曜日、そして予選が行われた土曜日は秋晴れの好天に恵ま

れ、上々のコンディションの下で走行が許された。今大会のエントリーはスーパーFJ が 19 台で、

FJ1500も 10台と、ついに二桁に乗った。これは「FJ ジャパンリーグ」と激戦区として知られる鈴鹿・岡

山シリーズの相乗効果であるに違いない。このまま順調に台数を増やすことを期待したい。 

予選ではそれぞれ計測 2 周目からのアタックとなり、まずトップに立ったのは FJ1500 の#51 永原蒼

翔選手（ピットワークながはら/MYST）で、2 分 14 秒 797 をマーク。最終戦を待たずオートポリスシリ

ーズのチャンピオンを決めているドライバーの勢いを感じさせたものの、間髪入れず、このタイムを上回

る 2 分 14 秒 713 を出してきたのが、スーパーFJ の#9 小野原選手だった。 

#9 小野原選手は次の周にも 2 分 14 秒 445 に縮めてくるが、これを 2 分 14 秒 435 で上回ってき

たのが#35 井出選手だった。そして 3 番手には 2 分 14 秒 589 で#52 酒井選手が上がってくる。 

#35 井出選手は、その後 1 周のクールダウンを挟み、なおもアタックを続けるも、タイムは縮まらなかっ

たことから、チェッカーを待たずにピットイン。しかし、その直後に展開が一気に動く。まずは#9 小野原

選手が 2 分 14 秒 260 でトップに浮上し、これに続いたのが 2 分 14 秒 370 を出した#51 永原選

手。それも束の間、2 分 14 秒 288 でふたりの間に割って入り、2 番手につけたのが#52 酒井選手だ

った。さらに 4 番手にも FJ1500 の#56 宮本選手が。 

#9 小野原選手は、これが初のポールポジションとなり、ピットで見守っていた#35 井出選手は５番手

に後退。だが、クラスでは 2 番手だから、この位置関係が保たれれば、#35 井出選手がチャンピオンと

なる。 

「FJ マスターズシリーズ」では、FJ1500 の#12 小嶋健太郎選手（Rn-Sports ELPA 制動屋 KK-F）

が総合 20 番手でトップ。チャンピオンに王手をかけた#16 青合選手と、初参戦の#11 植田正幸選手

（Rn-Sports 制動屋 KK-F）を僅差で従えていた。 

 

ポールポジション&スーパーFJ トップ： 

#9 小野原悠選手（FTK レヴレーシング with LAPS） 

「3 周目ぐらいに一発ポンと出して、その時点ではトップだったんですが、そこか

らタイヤがタレてきて思うようにアタックしてもタイムが出ない状況で、ちょっと不

安な気持ちはあったんですけど、その中で『最後、ここしかない！』って時に、自分

の力を全部出し切れて 4 秒 2 でベストを出せて、結果的にポールを獲れたので、

そこは良かったと思います。今回のレース、なるべく前でフィニッシュすることを

頭に入れて、FJ1500 もいるので、なかなか逃げ切るっていうのは難しいと思うんですけど、その中で

ベストを尽くして、なるべくランキングの上位で終われるようにできたらな、と思っています」 

 

予選 2 番手＆FJ1500 トップ： 

#52 酒井翔太選手（ファーストガレージ） 

「最後の最後に、やっとまとまって出たタイムなのかなって感じがしていて。昨

日、一昨日の練習走行で出ていたタイムが、86 とか走っていた後だったせいか

路面が良くなくて、タイムがあんまり出ていなかったんですが、ちょっとスーパー

FJ に負けたのは悔しいですね。決勝は 2 番手スタートなので、なんとか序盤から

ペース上げていければ、と思っています」 

 



 

予選 3 番手＆FJ1500 2 番手： 

#51 永原蒼翔選手（ピットワークながはら/MYST） 

「ベストラップは最後の方で出して、予定どおりではあったんですけど、いったん

クールを入れて、最後の 1 周に賭けたので、そこでちゃんとベストを尽くせたこと

は良かったかな、と思います。前にふたりもいるのは、ちょっと予想外でしたけ

ど、決勝はもっと前が近いんで、落ち着いてトップ狙いに行こうと思っています。

オートポリスの初代(FJ1500)チャンピオンとして、しっかりプライドを持って頑

張っていきたいと思います」 

 

予選 20 番手＆FJ マスターズトップ： 

#12 小嶋健太郎選手（Rn-Sports ELPA 制動屋 KK-F） 

「予選はほとんど今回、レースウィークに乗れていなかったので、周回を重ねなが

らブレーキングポイントを確かめていく感じでしたね。なので、もうあと 20 分あ

れば、もうちょっとタイムが出たかもしれません」 

 

 

 

決勝レース 

この週末は、てっきりドライコンディションがずっと保たれると思われたのだが、肝心なところで裏切ら

れた感じだ。午後から雨が降り出し、路面を濡らしてしまう。もっとも、FJ のスタート進行までにはやんで、

ほぼドライコンディションに。果敢にも全車スリックタイヤで臨んだものの、ライン上はともかく、外してし

まうと厄介な状況にもなりそうだった。 

 

 

そんな中、スタートをしっかり決めてトップに立ったのは#52 酒井選手。1 コーナーで#9 小野原選手の

インを刺してトップに浮上する。3 番手は#51 永原選手で、4 番手は#56 宮本選手、5 番手は#35 井

出選手と、ここは予選と変わらず。 



早々に逃げの構えに入った#52 酒井選手に対し、いきなりやり合ったのが#51 永原選手と#56 宮本

選手。#56 宮本選手がヘアピンで並ぶも、抜き切るまでには至らず。しかし、130R で先行を許した

#51 永原選手は、続くシケインで#35 井出選手にも抜かれてしまう。ブレーキがきついのか、2 周目の

1 コーナーで#51 永原選手は、#77 光山選手と#48 梅本選手にも抜かれていた。また、この周には

#35 井出選手が 3 番手に浮上する。 

その#35 井出選手が 2 周連続でファステストラップを記録。一時は離されていた、#9 小野原選手との

差も徐々に詰まっていく。そして 4 周目のシケインでスーパーFJ のトップに躍り出る。その直後に最終コ

ーナーでスピンし、止まった車両があったことからセーフティカーが導入されてしまう。 

これで 3 秒近くまで広げたリードが水の泡となった#52 酒井選手だったが、７周目のリスタートは、な

んとバックストレートから加速。これには合わせられた#35井出選手と#9小野原選手だったが、S字に

差し掛かると、もう#52 酒井選手には着いていけず。そして、その直前の 1 コーナーでは#77 光山選

手（F ガレージ丸和精光 KK-F）が、#56 宮本選手を抜いて 4 番手に浮上。その後、光山選手はシケイン

で#35 井出選手を抜き去ると、その勢いで 9 周目の 1 コーナーで#9 小野原選手をもパスして、総合

でも 2 番手に浮上する。 

後方では入れ替わりの激しいレースが

繰り広げられていたが、ひとり後部を引

き離しトップでチェッカーを受けたのは

#52 酒井選手。最終ラップにはファス

テストラップとなる 2 分 13 秒 540 を

叩き出し、4 秒４差での圧勝に。意外に

も、これが鈴鹿での今季初優勝。そして

ジャパンリーグに併せ、鈴鹿・岡山シリー

ズの FJ1500 チャンピオンも獲得した。 

2 位でゴールは#77 光山選手。そして

3 位でゴールし、スーパーFJ の２勝目を挙げた#9 小野原選手ながら、コンマ 18 秒差で続いてフィニッ

シュした#35 井出選手がチャンピオンを獲得。この後に#51 永原選手、#48 梅本選手、#56 宮本選

手が続いてゴール。 

 

「FJ マスターズシリーズ」では、終始トップを#12 小嶋選手が

快走。見事初優勝を飾った一方で、#16 青合選手は 4 位でレ

ースを終え、悲願の FJ マスターズのチャンピオンを獲得した。 

 

 

 

 

次回のジャパンリーグは、11 月 21〜22 日にモビリティリゾートもてぎで開催される。その２週間後に

は同じサーキットで FJ 日本一決定戦が控えているだけに前哨戦ともなるはずだ。チャンピオンはすでに

決まっているものの、大激戦となるのは必至だ ！ 

 



 

FJ1500 優勝：#52 酒井翔太選手（ファーストガレージ） 

「スタートが決まったし、序盤のペースが良かったので、このまま走り切れれば勝てるかな、ってレースで

した。リスタートの加速はバックストレートからで、スーパーFJ に対してギリギリで行っても、ワンチャン、

ホームのストレートで行かれちゃうかな、っていうのがあったのでちょっと早めに加速しました。チャンピ

オン獲れました、やっと。鈴鹿・岡山シリーズでは獲れていなかったので。あと獲っていないのは筑波・富

士シリーズだけなので、そこはしっかり決めていきたいな、と思っています」 

 

FJ1500 2 位：#77 光山勇正選手（F ガレージ丸和精光 KK-F） 

「スタートをミスしちゃったんですけど、1 周目でしっかり 2 台を抜けて、SC 入るまではあんまりペース

良くなくて、抜くのはちょっと厳しいなと思っていたんですが、SC 入ってからは距離が縮まったので、再

開直後に 1 台抜けて、その次の周には 2 位まで上がれました。結果的に 2 位まで上がれても、そこから

はスーパーFJ はストレート速かったんで、ちょっときついかな、と思ったんですけど、なんとか守り切っ

たという感じです。練習とか予選の段階で、あんまり調子良くなくて、自分の中でスランプになっている

のかなと思ったんですが、今日のレースでしっかり調子を取り戻すことができました」 

 

総合 3 位 スーパーFJ 優勝：#9 小野原悠選手（FTK レヴレーシング with LAPS） 

「最後、FJ1500 に 130R でインに並びかけたんですが、抜き切るまでには至らなくて。最後、2 位まで

行きたかったんですけど、結果的には 3 位で終わってしまって、ちょっと悔しいんですけど。一応、順位

落とさずに終われて良かったと思います」 

 

総合 4 位 スーパーFJ 2 位：#35 井出翔夢伊選手（RS イディア Eagle KKS2） 

「チャンピオンを決めることができました。FJ1500 を絡めたので、酒井選手には先に行かれちゃったん

ですが、やっぱり FJ1500 の恩恵もあったし、そのおかげでもありました。いいバトルをふたりでできた

から、楽しかったです。チャンピオンというのが、いやあ、ちょっと嬉しいのがまだまだ来ていなくて、2

位が悔しすぎますね」 



 

 

FJ マスターズの表彰 2 位 三浦選手 優勝 小嶋選手 3 位 植田選手 

マスターズ優勝：#12 小嶋健太郎選手（Rn-Sports ELPA 制動屋 KK-F） 

「今日はずっとトップでした。ミラーが途中で落ちてしまったので見られなかったんですけど、後ろはそれ

ほど気になりませんでした。いい走りもできたと思います。おかげさまで植田（正幸）代表と、チームメイ

トの青合さんと力を合わせてやってきたので、この 1 年間、楽しく走ることができました」 

 

マスターズ 4 位（シリーズチャンピオン）：#16 青合正博選手（RT HERO’S Rn-Sports） 

「今年は今までサポートしてきた若手たちも、それぞれに活躍の場所を見つけて、時間に余裕があったの

もあり、ひとりのドライバーとしてドライビングだけに集中して戦ってみたいと思って、自分のチームでは

なく Rn-Sports さんでシリーズへの挑戦を決めました。特に後半戦は、気持ち良くアグレッシブに攻め

ていくというレースではなく、確実に完走してポイントを持ち帰る守り中心のレースも多く、フラストレー

ションが溜まることも多かったですが、本当に FJ マスターズのチャンピオンが獲れて良かったです」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FJ1500 クラスの表彰                         スーパーFJ の表彰 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 


